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すべての「そなえ」、大切な人のために…

①ハイブリッド母子健康手帳「ウィラバ」*1

②妊産婦緊急搬送補助システム「iPicss」*2

岡山大学発ベンチャー



ウィラバ（We Love Baby）

未病(病気を予防する)社会の実現
妊娠へ期待がもてる社会の実現

「母子健康手帳」改革
３つの課題
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赤ちゃんが最も安全に生まれる国

戦後からの妊産婦死亡率の推移

母子健康手帳の普及と共に低下

出典・改変：厚生労働省人口動態統計

80年続くレガシー「母子健康手帳」ですが…

① 紙媒体



世代間の情報が結ばれることが大事ですが…

現行の母子健康手帳にないもの

・将来の病気の予防になる項目
・親子３代がつながる仕組み

② 妊娠中の母親の生活に関する項目がない



エピゲノム

母体環境因子

エピゲノム変化

胎児の生後疾患リスク

母体環境因子が胎児に引き起こすエピゲノム変化が、
生後の疾患リスクに関係することが判明している。



アナログとデジタルのX（ハイブリット）

紙媒体の使いやすさを残しながら、
母子健康手帳をデジタイズし、
未病関連項目に向けたデジタライズを進める。

LX Legacy
Digital DXTRANSFORMATION



母子健康手帳アプリはありますが…

いくつも母子健康手帳アプリはある…

手間がない、お得なら使いたい

定着率１％以下

【参考】https://www.mti.co.jp/?page_id=22020

母親も
忙しいの！

③ 入力が手間



ウィラバ（We Love Baby）で解決！

現行の母子健康手帳に

① デジタル化
② 将来の未病をサポート

③ 手間なく、お得あり
の仕組みを実現



仕組①:ウィラバAppでらくらくデジタイズ

体験版完成

デジタル化



仕組②:ウィラバPaperで楽しく妊娠生活

別冊母子健康手帳
体験版完成

3世代の病気の予防につながる情報収集がらくらく可能です。

妊娠・出産・子育て中、すごろく感覚で行政やパートナ企業からたくさんのおトクを体験、「子育ては社会で行う」を実現。
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トライアルフィールド

妊婦さんの人数

１８０００件／年

岡山県＆福山市
全分娩取扱施設との連携

データ化には、AIとヒトの力を併用。

大学生や子育て中の方をデータ入力者として雇用。

雇用
創出



構想図

①妊婦用アプリで母子健康手帳を
撮影し、アップロード

Webサーバー データベースサーバー

②OCRで文字起こし

③ヒトの目を介し文字校正

文字校正作業は、
海外の日本語学習者が実施。

次世代母子健康手帳の創生

全網羅的なデータ定義MCHML
Mother Child Health Markup Language

機械学習用教師データ

セキュリティは、２要素認証等を実装
場合によっては、クライアント証明書の発行

①妊婦は、母子健康手帳の写真を撮るだけ。
②あとは、AIとヒトの協働作業でページの整理整頓。
③エピゲノム解析に必要なデータ収集は、
医師やデータサイエンティストがコラボレーションし、データ定義を確立。



ウィラバだから出来ること

ウィラバ利活用で
・将来の病気の予防にデータ→ 医療ビッグデータの創生できる

・パートナーシップ企業→ 子育て・子供関連企業の情報収集を
効率よく展開できる

①パートナーシップ契約
②収集データの部分提供



PoCフィールド

PoC（Proof of Concept）フィールドは、すでにある！

岡山県下の全分娩取扱施設へ
周産期緊急搬送情報連携補助システムを展開

年間分娩取扱数（岡山県） 約15,000件

全妊産婦に対し
情報提供可能




